
【禁忌】（次の患者には投与しないこと）
（1）本剤の成分又はセンノシド製剤に過敏症の既往歴

のある患者
（2）急性腹症が疑われる患者、痙攣性便秘の患者〔蠕

動運動亢進作用により腹痛等の症状を増悪するお
それがある。〕

（3）重症の硬結便のある患者〔下剤の経口投与では十
分な効果が得られず、腹痛等の症状を増悪するお
それがある。〕

（4）電解質失調（特に低カリウム血症）のある患者には
大量投与を避けること〔下痢が起こると電解質を
喪失し、状態を悪化するおそれがある。〕

【�原則禁忌】（次の患者には投与しないことを原則とす
るが、特に必要とする場合には慎重に投与すること）
妊婦又は妊娠している可能性のある婦人（「妊婦、産婦、
授乳婦等への投与」の項参照）

【組成・性状】
販売名 センノシド錠12mg「ＮＩＧ」
成　分 センノシド

含量（ 1 錠中） 20mg
（センノシドＡ・Ｂカルシウム塩として12mg）

添加物

乳糖水和物、マクロゴール、ヒドロキシプロピル
セルロース、ステアリン酸マグネシウム、ポリビ
ニルアセタールジエチルアミノアセテート、酸化
チタン、白糖、炭酸カルシウム、タルク、アラビ
アゴム、ゼラチン、ポリオキシエチレンポリオキ
シプロピレングリコール、カルナウバロウ、サラ
シミツロウ、黄色 ５ 号、赤色 2 号

性　状 暗赤色の糖衣錠

外　形 ＴＹＫ
08

大きさ 直径：6.５mm、厚み：3.6mm、質量：約120mg
識別コード TYK 08

【効能・効果】
便秘症

【用法・用量】
センノシドＡ・Ｂカルシウム塩として、通常成人 1 日 1
回12〜24mgを就寝前に経口投与する。
高度の便秘には、 1 回48mgまで増量することができる。
なお、年齢、症状により適宜増減する。

【使用上の注意】
１．慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）

腹部手術後の患者〔腸管蠕動運動亢進作用により腹
痛等がみられるので、消化管の手術後は特に注意する
こと。〕

２ ．重要な基本的注意
連用による耐性の増大等のため効果が減弱し、薬剤に
頼りがちになることがあるので長期連用を避けるこ
と。

３ ．副作用
本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確とな
る調査を実施していない。

頻度不明
過敏症注1） 発疹等
代謝・栄養 低カリウム血症、低ナトリウム血症、脱水
心血管系 血圧低下
消化器 腹痛、下痢、悪心・嘔吐、腹鳴、腹部不快感、

大腸メラノーシス注2）

肝臓 ALT（GPT）上昇、AST（GOT）上昇、γ-GTP上昇、
血中ビリルビン上昇

腎臓・泌尿器 腎障害、着色尿注3）

全身症状 疲労
注1）投与を中止し、適切な処置を行うこと。
注2）長期連用により発現することがある。
注3）黄褐色又は赤色を呈することがある。
４ ．高齢者への投与

一般に高齢者では生理機能が低下しているので慎重
に投与すること。

５ ．妊婦、産婦、授乳婦等への投与
（1）妊婦又は妊娠している可能性のある婦人には、治療上

の有益性が危険性を上回ると判断される場合にのみ
投与すること。〔妊娠中の投与に関する安全性は確立
していない。〕
なお、投与した場合、子宮収縮を誘発して、流早産の
危険性があるので、妊婦又は妊娠している可能性のあ
る婦人には大量に服用しないよう指導すること。

（2）授乳中の婦人には、授乳を避けさせることが望ましい。
〔授乳中の婦人にセンノシド製剤を投与した場合、乳
児に下痢がみられたとの報告がある。〕

６ ．小児等への投与
低出生体重児、新生児、乳児に対する安全性は確立し
ていない（使用経験がない）。

７ ．適用上の注意
薬剤交付時：
PTP包装の薬剤はPTPシートから取り出して服用する
よう指導すること。（PTPシートの誤飲により、硬い
鋭角部が食道粘膜へ刺入し、更には穿孔を起こして縦
隔洞炎等の重篤な合併症を併発することが報告され
ている。）

【薬効薬理】
（1）センノシドは、経口投与後胃及び小腸から吸収される

ことなく、そのままの形で作用部位の大腸に達し、腸
内細菌の作用でレインアンスロンに代謝されて瀉下
作用を発現する 1 ）。
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貯　　法：室温保存
使用期限：外箱、ラベルに表示
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センノシド錠
Sennoside Tab.

緩下剤

センノシド錠12mg「NIG」



（2）センノシドの作用発現時間は通常 8 〜10時間後であ
る 2 ）。

【有効成分に関する理化学的知見】
一般名：センノシドＡ・Ｂカルシウム塩、

SennosideＡ・ＢCalcium
化学名： ５,５’-Bis（β-D-glucopyranosyloxy）-9,9’,10,10’- 

tetrahydro-4,4’-dihydroxy-10,10’-dioxo［9,9’- 
bianthracene］-2,2’-dicarboxylic acid calcium salt

分子式：C42H36O20Ca
分子量：900.81
構造式： 
 
 
 
 
 
 
 
 

性　状： 褐色〜黒褐色の結晶性粉末で、水に黄褐色に溶
け、エタノール（9５）、クロロホルムには溶けな
い。

【取扱い上の注意】
安定性試験 3 ）

最終包装製品を用いた長期保存試験（室温保存、５ 年 3 ヵ
月）の結果、外観及び含量等は規格の範囲内であり、本
剤は通常の市場流通下において ５ 年間安定であることが
確認された。

【包装】
センノシド錠12mg「ＮＩＧ」：   100錠（PTP10錠×10） 

1000錠（PTP10錠×100） 
1000錠（バラ）
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【文献請求先・製品情報お問い合わせ先】
主要文献欄に記載の文献・社内資料は下記にご請求下さい。

日医工株式会社　お客様サポートセンター
〒930-8５83　富山市総曲輪 1 丁目 6 番21
TEL（0120）５1７-21５
FAX（0７6）442-8948
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